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人口と世帯数
11月 1日現在　（　）は前月比

人口　78,467 人（＋ 9人 )　　男　37,955 人 （＋ 36人）　女　40,512 人（－ 27人）　世帯数　34,449 世帯（＋ 22世帯 )

2～3……平成30年度決算
4……新・理想郷プラン第1次基本計画の検証
5……職員給与公表、パブリックコメント　6……職員採用試験
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12 月 3 日から 9 日は「障害者週間」

大切なのは大切なのは
おもいやりの心
　市では、平成 28年に「障害のある人もない人も暮らしやすいまちづくり条
例」を制定し、障害の有無に関わらず暮らしやすいまちづくりを目指しています。
今号では、障害のある人が安心して外出できる環境について考えます。

  障害福祉室　障害福祉室　  63‐7591 63‐7591

国際シンボルマーク
障害者が利用できる建物・施設であ
ることを示す世界共通のマーク

視覚障害者のための国際シンボルマーク
視覚障害者の安全が考えられた建物
などに付いている世界共通のマーク

身体障害者マーク
自動車の運転免許を受けた身体の不
自由な人が自動車に貼るマーク

聴覚障害者マーク
耳の不自由な人が運転する自動車に貼
ることが義務付けられているマーク

耳マーク
自分の耳が不自由であることを示す
マーク

ヘルプマーク
外見からは障害者とわからない人が配慮
を必要としていることを知らせるマーク

まちで見かけるマークの意味、
いくつ分かりますか？
　いくら施設の整備が進んでも、障害のある人が
生活の中で困ってしまう場面があります。
　障害のある人が普段の生活の中で感じる障害を
取り除くためには、周りの人たちによる配慮が必
要です。障害に関するマークを身につけた人が困
っているのを見かけたら「大丈夫ですか？」と、
必要に応じて声を掛けてみてください。

身
体
の
不
自
由
な
人
や

妊
娠
し
て
い
る
人
な
ど

が
利
用
で
き
ま
す
。
駐

車
時
に
必
要
な
利
用
証

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

障
害
福
祉
室
（
63
‐

７
５
９
１
）
ま
で
。

お
も
い
や
り
駐
車
場

乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

使
用
で
き
る
多
目
的

シ
ー
ト
や
汚
物
流
し
な

ど
の
機
能
が
備
わ
っ
て

い
ま
す
。

多
機
能
ト
イ
レ

　

皆
さ
ん
は
お
も
い
や
り
駐
車
場
が
な
ぜ

出
入
口
に
あ
る
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

移
動
距
離
が
短
く
て
済
む
と
い
う
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
あ
っ
た
と
き
に
店

員
さ
ん
や
通
行
人
に
気
付
い
て
も
ら
い
や

す
い
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

私
も
車
を
運
転
し
て
1
人
で
外
出
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
降
り
る
に
は
ま
ず

後
部
座
席
に
乗
せ
た
車
い
す
を
片
手
で
降

ろ
し
、
運
転
席
か
ら
乗
り
移
り
ま
す
。
そ

の
際
に
身
体
が
地
面
に
落
ち
た
り
、
車
い

す
が
遠
く
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
出
入
口
か
ら
遠
い
駐
車

場
で
は
通
る
人
も
少
な
く
、
助
け
を
求
め

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
車
が
走
る
場
所

で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
命
に
関
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
の
問
題
も
切
実
で
す
。

私
の
場
合
は
下
半
身
完
全
ま
ひ
の
た
め
、

排
泄
の
感
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
定
時
間

ご
と
に
ト
イ
レ
に
入
り
、
1
日
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
考
え
て
食
事
や
水
分
補
給
を
調

整
し
て
い
ま
す
。
多
機
能
ト
イ
レ
が
他
の

人
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必

要
と
す
る
人
が
必
要
な
と
き
に
利
用
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
皆
さ
ん
、
駐
車
場
も
ト
イ
レ
も

空
い
て
い
る
か
ら
と
安
易
に
利
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
や
り

で
私
た
ち
の
外
出
が
苦
痛
で
は
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

車いすから車いすから
見た視点見た視点

1976年生まれ。鈴鹿市在住。
2004 年、仕事中に 1 ｔの
荷物の下敷きになり脊髄を
損傷。下半身完全まひの障
害を負う。
退院後に車いすテニスを始
め、2015年には車いすフェ
ンシングへ競技転向。来年
の東京パラリンピック出場
を目指している。

恩
お ん だ

田 竜
り ゅ う じ

二 さん

「皆さんのちょっとした思いやりで、「皆さんのちょっとした思いやりで、
  私たちの外出が苦痛でなくなります」  私たちの外出が苦痛でなくなります」


